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１．研究計画の概要 
 口腔扁平苔癬の原因の一つに金属アレル

ギ−があげられる。金属元素が抗原となるた

めには体内タンパク質と結合する過程が必

須で、口腔扁平苔癬患者の口腔粘膜には何ら

かの形で原因金属元素が存在すると予想さ

れる。 

 本研究は、PIXE法により口腔扁平苔癬

患者の病変部口腔粘膜と健常者の口腔粘

膜の上皮層、固有層に含まれる金属元素

を各々分析し、粘膜における偏在性を検

討することで、これまで推測の域をでな

かった同疾患の原因を直接的に証明する

ことを目的とする。 

 
２．研究の進捗状況 
 口腔扁平苔癬患者から口腔粘膜組織、唾液、

血清を収集した。これらの検体を硝酸灰化法

にて液化処理して PIXE 法にて元素分析を行

った。 
 現在、病変を中心とした組織のデータの集

積を行っている。これまでのところ、ナトリ

ウム、マグネシウム、リン、亜鉛、スズ、パ

ラジウムなど微量・超微量元素を含む 25 種

の必須元素と、アルミニウム、チタン、ガリ

ウム、ストロンチウム、イットリウム、ジル

コニウム、ニオブ、ルテニウム、銀、アンチ

モン、セシウム、金、水銀、鉛など 14 種の

非必須元素（汚染元素）を検出し、組織中の

微量元素含有量を測定している。汚染元素は

本来生体に不要な元素で、その存在と疾患と

の関係が注目される。特にアルミニウムと鉛

は高頻度に、しかも高濃度に検出されるため、

今後、その生体への影響に関する検索も必要

と思われる。  
 さらにタンパク分解酵素を用いて、粘膜を

上皮層と粘膜固有層の組織の分離を行い、元

素の粘膜組織中の局在性を分析している。各

種元素の局在性と血液、唾液の元素分析結果

を比較検討することで、金属元素の生体にお

ける吸収や排泄時の口腔粘膜の役割が解明

され、疾患との関連性を解析できるものと思

われる。現在、このための分析データの蓄積

を行っている。また、この健常者の唾液、粘

膜組織の分析データの一部を顎関節内の石

灰化物や唾液腺の腫瘍組織の元素分析結果

と比較し、汚染元素と中心とした微量金属元

素と疾患との関連データの蓄積も行ってい

る。 
 
３．現在までの達成度 
 現在、年間 10〜20 例の口腔扁平苔癬病変

のデータの蓄積を行っている。現在までの分

析では、パラジウムなどの d-遷移微量元素

と、ストロンチウムなどの汚染元素が口腔

扁平苔癬の原因と推測されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現在は唾液、血清、病変粘膜の分析を行っ

ている。粘膜組織については上皮、上皮下で

PIXE分析を進めている。今後は検体数を増加
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させ、より精度の高い分析を目指している。

また、東北大などで行われているマイクロ

PIXT分析を行うことで、組織切片上でのダイ

レクトな元素分析を計画している。これは歯

科用金属アレルギーなど、微量元素に関与す

る他疾患の分析にも応用可能なものである。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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